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～まだ知らない地元農産物の魅力を届けたい！～
　担当者がオススメする地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします！
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～

問農林課　☎22-1253

市内の農産物
直売所情報▶

争奪戦！　夏の味覚「ピュアホワイト」
　白いとうもろこし「ピュアホワイト」は、白石三白野菜の一つ
で、８月中旬ごろまでおもしろいし市場に並びます。生産者同士
で規格をつくり、白さを保つための品質管理や糖度を高めるため
の土作りを大切にし、質の高いピュアホワイトを作っています。
　白い見た目とメロンに匹敵する甘さが特徴で、オススメの食べ
方は生でシャキシャキ感を味わうことです。また、おもしろいし
市場ではピュアホワイトの甘さを存分に生かしたコーンポタージ
ュも販売していますので、ぜひご賞味ください！

▲ピュアホワイトの甘さで暑い夏を乗り越え
ましょう！

きれいで住みよい地域を
白川一斉美化活動

　６月18日、白川地区で高田川沿道の清掃活
動が行われました。今年で６年目となる活動に
住民約120人が参加し、草刈りやごみ拾いを手
際よく行っていました。
　白川公民館の小

お
畑
ばた
けい子

こ
館長は「今後も皆さ

んの協力をいただきながら、白川の自然を守っ
ていきます」と話してくれました。

▲これからも白川地区をきれいにしていきます

白石うーめん　だいすき！
あきらちゃん出前ミニコンサート

　６月27日、大鷹沢保育園で園児たちに本市
特産の白石うーめんに親しみを持ってもらおう
とうーめんイベントを開催しました。この日は、
本市のすまｉるキッズアンバサダーのあきらち
ゃんたちと「白石うーめん体操」を踊ったり、
市内うーめん会社からうーめんのプレゼントが
あったりなど、楽しい時間を過ごしました。

▲元気いっぱい「白石うーめん体操」を踊る園児たち

世界にひとつだけのまちに
白石百白祭り・初夏の陣

　６月24日、すまｉ
い
る広場で「白石百白祭り・

初夏の陣」が開催されました。このイベントは
「白にこだわって、白石を世界にひとつだけの
面白いまちにしよう」と「百白プロジェクト」
が主催したもの。この日は、神

しん
石
せき
白
しろ
獅
じ
子
し
伝
でん
の再

現演技など、さまざまな催しがあり、多くの人
で賑
にぎ
わいました。

▲神石白獅子伝の名場面を再現する学生たち

４年ぶりの対面交流！
オーストラリア友好親善訪問団結団式

　７月19日、オーストラリア・カウラ市を訪
れる友好親善訪問団の結団式を行いました。こ
の事業は、日本と関係の深いカウラ市を中学生
８人が訪問し、ホームステイなどの交流を通し
て、豊かな国際感覚を育んでもらおうと実施。
　生徒は「新しい知識や文化を学び、学校生活
に生かしていきます」と決意を表明しました。

▲訪問団の生徒と引率者の皆さん
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t


